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l■l 基準階におけかピノ輔女訝ダ¢施工範囲をF晦．1，2  

I I に示す。  

以下作業手腑i三社ぅで施工方法翫針鞘。  ビルトスラブの施エ  
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横浜駅西口に建設された中層事磯所建築の床地エにお  

いt．ビルトスラブシステム（特許癖育て中央ビルト工  

薫K．K 日本建築センター大臣認定済）暫採用L好結果  

を得た。ここに，その施工概要官紹介する。  
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P岬 ビルト見ラ・押施工状況  

l．エ事概要   

工事名：相鉄・鶴屋町ビ′職工事   

故 計：㈱久米建築事務所   

工 期：昭和57年6月一昭和5昨12月   

構 造：鉄骨鉄筋コンクリート遣   

親 模：蛤下1階．地上引階  

娃床面棟1も糾5血2  

ゴ．ビルトスラブエ法  

この工法は．鉄骨建方完了後大染と大梁の開にエ場  

加工した鉄筋製のビルトトラスむ架け渡し，トラスの下  

端にはあらかじめ加工された木製のソフィツトと呼ばれ  

る底板富取付け，ぞの上にコファフォームというプラス  

チック製型枠をセットLた彼．スラブ¢配筋む施エする  

鉄筋と型枠をプレハブ化した現場打コンクリートによる  

床板工法である。   

このピルトトラスは，コンクリート打設時の自重や施  

工荷重盈支持できる申t仮設の支保工が不要であると  

同時に，コンクリート硬化後はRC造の小染としての役  

目削またす。（でき上りはリブ付スラブとなるのでビルト  

スラブ工法と呼ばれる）   

ユ．］施エ  

ビルトスラ嘲潤払 はね出し部分及び階段室，  

コア部分零せ除き釣7．400m2を対象とし．ピ／小トラス  

は延べ1．鵬鉢（延長10．312Ⅰ血便用した。  

Fi！lJ基準階におけるピルトスラブ施工範囲 

（D 粗梁の輔の組立  

当現場はSRC造¢た凱杜筋及び染筋旺先行さて   

組立が完了している。  

⑳ 払至亀壁の型榛組立   

墨出し後．粗呈亀壁の順序で在来工法による塑棒   

針組立てる。  

③ 一ビルトトラスの配置   

基地し完了後．施工敢糾＝トラスq所要数t屠場塵   

機絨で搬入し，所定の位軌＝配証する。  

ビルトトラスの断面は鮒ヒされており，工場加工   

のため寸法精度は高く，措捷部の僧職性も高い。  

僅1ソフィツトの取付   

ソフィツトの穴に吊りボナl′ト（3／8×100m可を下   

面よむ角座金を介して差込み，スペーサーと平ナット   

を取付ける。   

吊サボ／小は，当現場では天井下地取付用インサー  

トも兼血るように450一甜細山lピッチとLた。   

アブイツトを取付けされたトラス札鉄骨禦天壌に   
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Fig．2 ビルトスラブの概算   

先付けされたアンクエルピースの上にセットし溶接する。   

なお，ソフィツトは鹿則とLて木謝ビ，当現場では中   

古足場板を使用Lた。  

（諺 コファフォームの取付   

コアアブオームはABS御旨製で，重量は5kg〟固   

と軽量である。長さは900mmを基準とL，補助型枠は  

100「800mmのものを俵田する。   

コファフォーム哲敷き並べた観横ずれ防止のため   

底板に振れ止め材（30X60㈱ を取付ける。  

（砂 スラブ筋の組立   

設備配管が終了後，スラブ筋の組立を行う。コンク  

リート打設時におけるビルトトラスの横匪屈防止のた   

め，スラブ帯とトラスの上弦筋を600mm以内のピッ   

チ・仁22＃岩東棟2本以上を兼ねて結束する。  

⑦ コンクリートの打設と型枠の解体  

コンクリートの打設は，片荷重をかけないよう特に   

注意する以外は通常の方法と変りない。  

ソフィツト及びコファフォームの解体はコンクリー  

ト圧縮強度開場水中養生）が0．5FC以上を確認して   

から行う。（真珠工を用いた場合は0．畠5FC以上）  

当現場における基準階の工程比較をFig．3に示す。  

4Jエ法採用の効果   

ビルトスラブ工法の採用による効果を下記に述べる。  

① 施工中の床配筋の乱れが少なく，構造的信頼性が高   

い。  

② スラブのスパンが小さいので；曲げ，ひび割れが生   

じにくい。（当現場の場合トラススパン670mm スラ   

ブ厚120m叫長辺，短辺ともシングル配筋DlO－   

＠150）  

③ 銑軌型枠のプレハブ化により現場での作業工種が  

減り．葡練工を必要としない。また，ソフィツト取付   

からコファフォーム配置まで，型枠大工が同時に施工   

できる。  

④ 支保工を用いないので型枠存置期間が短絡され．全   

体工程の短縮が図れる。型枠取組立・解体が容易で；   

工事中の安全性が高い。特に，階高の高い建物には有   

効である。  

⑤ 型枠材を有効に転用することによって，粗相の片付   

け，清掃作業量を減少させることができる。  

Fi⊆I．B 基準持切工転比較   

5・むすぴ   

1   

当二［事の場息設計仕様でビルトスラブエ法の使用を  

義務づけられていた。   

躯体全体の鉄筋量やコンクリート圭をとらえて，ヒリレ  

トスラブ工法と在来工法とを比較Lた場合及び前述のメ  

リットを含めた椿合的評価払ケースバイケースで異な  

るものであろう姉工法模索の一助となることは確かな  

のでここ・に紹介した。   

なお，施工計画及び実施に当って，（株）久米建築事務  

所の於岡課長はじめ多くの方々の御助力を項いたことせ  

感謝致Lます。  

ゴほ   


